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開院35周年を迎えて
～先端医療とアメニティの共存を目指して歩み続けます～

かしわばゼミナール
脳の活動の様子を教えてくれる「脳波」
おしらせ
脳梗塞治療薬の血栓溶解剤「tPA」で社会復帰が1.5倍に
食べて健康
納豆開院35周年

1971年4月、開院当時

現在の当院



患
者
さ
ん
の
権
利

・
患
者
さ
ん
は
、
平
等
で
、
安
全
な
医
療
を
受
け
る
権

利
が
あ
り
ま
す

・
自
分
の
診
療
に
か
か
わ
る
人
々
の
氏
名
と
役
割
を
知

る
権
利
が
あ
り
ま
す

・
自
分
の
病
気
・
治
療
・
予
後
に
つ
い
て
知
る
権
利
が

あ
り
ま
す

・
治
療
に
つ
い
て
承
諾
・
拒
否
す
る
権
利
が
あ
り
ま
す

・
自
分
の
診
療
に
つ
い
て
、
他
医
師
の
意
見
（
セ
カ
ン

ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
）を
得
る
権
利
が
あ
り
ま
す

・
自
分
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
権
利
が
あ
り
ま
す

・
公
的
援
助
、
地
域
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
情
報
を
知
る

権
利
が
あ
り
ま
す

・
病
院
職
員
に
対
し
て
、
意
見
・
苦
情
を
伝
え
る
権
利

が
あ
り
ま
す

病
院
の
基
本
方
針

・
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
、
思
い
や
り
の
あ
る
最
善
の
医

療
に
全
力
を
つ
く
し
ま
す

・
医
師
と
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
説
明
と
、
患
者
さ
ん
の
理

解
と
選
択
に
基
づ
く
医
療
を
実
践
し
ま
す

・
患
者
さ
ん
の
意
志
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
尊
重
し
ま
す

・
医
療
従
事
者
と
し
て
、
常
に
、
豊
か
な
人
間
性
と
技

術
の
向
上
を
め
ざ
し
ま
す

・
救
命
・
救
急
医
療
か
ら
心
と
体
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
ま
で
、
脳
の
総
合
病
院
を
め
ざ
し
ま
す

・
地
域
医
療
機
関
と
の
強
力
な
連
携
を
は
か
り
、
よ
り

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
医
療
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す

病
院
の
理
念

私
た
ち
は
、
安
全
で
安
心
い
た
だ
け
る
医
療
の
サ
ー
ビ

ス
に
徹
し
、
患
者
さ
ん
の
幸
せ
を
守
り
ま
す

私

た

ち

の

考

え

て
い

る

こ

と

地
域
医
療
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
た
め
に

　
　
　
　
　

 

理
事
長 

柏
葉 

武

　

1
9
7
1
年
4
月
19
日
、
地
域
医
療
に
貢
献

で
き
得
る
脳
神
経
外
科
病
院
を
目
指
し
て
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
当
院
も
35
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
間
、
地
域
の
皆
様
や
連
携
医
療
機
関
の
皆

様
に
支
え
ら
れ
、
急
性
期
の
脳
外
科
専
門
病
院

と
し
て
機
能
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
さ
ら
に
「
心
と
身
体
の
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
」と
し
て
の
機
能（
ハ
ー

ド
）と
心
（
ソ
フ
ト
）を
切
磋
琢
磨
し
、
地
域
社

会
と
患
者
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
得
る
病
院
を

目
指
し
て
、
全
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
フ
ァ
イ

ト
を
燃
や
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
35
年
間
の
ご
支
援
を
衷
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
よ
り
一
層

の
ご
教
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
、
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

開院35周年を迎えて
～先端医療とアメニティの共存を目指して歩み続けます～

当
院
の
あ
ゆ
み

創
成
期
1
9
7
0
年
〜
1
9
7
9
年

　

札
幌
の
人
口
が
1
0
0
万
人
を
突
破
し
、全
国
8
番
目
の
百
万
人
都

市
と
な
っ
た
１
９
７
０
年
、北
大
脳・神
経
外
科
に
13
年
在
職
し
て
い
た
柏

葉
武
が
、「
地
域
医
療
に
努
力
専
心
し
た
い
」と
東
月
寒
で
開
院
準
備
を

開
始
し
ま
し
た
。19
床
の『
柏
葉
脳
神
経
外
科
医
院
』が
開
院
し
た
の
は

翌
1
9
7
1
年
4
月
19
日
。職
員
数
10
人
で
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

　

当
時
は
、食
生
活
が
豊
か
に
な
っ
た
日
本
人
の
生
活
習
慣
病
が
増
加
。

高
齢
化
が
進
む
中
で
、70
歳
以
上
の
高
齢
者
を
中
心
に「
脳
梗
塞
」の
粗

死
亡
率
が
上
昇
し
、脳
血
管
疾
患
に
対
応
す
る「
地
域
の
専
門
病
院
」が

必
要
で
し
た
。

　

開
院
後
、外
来
患
者
数
や
救
急
搬
入
患
者
数
が
増
え
続
け
、

1
9
7
5
年
に
は
第
2
期
工
事
で
施
設
を
拡
張
。60
床
を
備
え
た『
柏

葉
脳
神
経
外
科
病
院
』に
な
り
ま
し
た
。

創
造
期
1
9
8
0
年
〜
1
9
8
9
年

　

1
9
8
0
年
5
月
、医
療
法
人
設
立
。翌
年
に
は
施
設
増
築
の
た

め
の
第
3
期
工
事
に
着
工
し
、1
9
8
2
年
に
は
1
6
1
床
に
。

　

1
9
8
4
年
に
は
新
型
救
急
車
を
導
入
し
、一
刻
を
争
う
脳
血
管

疾
患
に
対
応
す
る
医
療
体
制
を
さ
ら
に
強
化
。1
2
3
人
と
な
っ
た

職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
地
域
医
療
を
支
え
ま
し
た
。同
年
に
は
、日
本

脳
神
経
外
科
学
会
認
定
医
訓
練
施
設（
Ａ‐2
2
9
）の
指
定
を
受
け

て
い
ま
す
。1
9
8
9
年
に
は
、第
4
期
工
事
を
終
え
て
別
館
が
完

成
し
ま
し
た
。



充
実
期
2
0
0
0
年
〜
現
在

　

2
0
0
0
年
、ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー『
か
し
わ
ば
』を
開
設
。

2
0
0
2
年
に
は
、オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。

2
0
0
3
年
4
月
に
金
子
貞
男
が
院
長
に
就
任
し
、柏
葉
武
が
理
事

長
に
。同
年
、第
5
期
工
事
に
よ
る
新
館（
Ａ
館
）が
完
成
し
ま
し
た
。

2
0
0
4
年
に
は
、特
定
医
療
法
人
に
認
定
さ
れ
、急・亜
急
性
期
病

棟（
Ａ
館
）、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョン
施
設
と
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョン

病
棟（
Ｂ
館
）が
オ
ー
プ
ン
。『
病
院
機
能
評
価
認
定
病
院
』の
認
定
が

更
新
さ
れ
、「
脳
神
経
外
科
の
高
度
専
門
医
療
を
提
供
す
る
地
域
の

中
核
病
院
」と
し
て
、ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
両
面
を
充
実
さ
せ
ま
し
た
。

　

2
0
0
5
年
3
月
に
は
第
5
期
工
事
が
完
成
。日
本『
脳
卒
中
学

会
認
定
医
研
修
教
育
病
院
』の
認
定
も
受
け
ま
し
た
。救
命
救
急
医

療
を
24
時
間
提
供
す
る
体
制
を
整
え
る一
方
で
、患
者
さ
ん
の
憩
い
の

場『
ハ
ー
ト
フ
ル・ル
ー
ム
』を
院
内
に
開
設
し
、ほ
ほ
笑
む
患
者
さ
ん
の

姿
が
た
え
ま
せ
ん
。

　

現
在
、『
脳
の
総
合
病
院
』と
し
て
、2
9
3
人
の
職
員
が
1
4
4

床
を
支
え
、更
な
る
医
療
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
と
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
の
向
上
を

目
指
し
な
が
ら
、「
質
の
高
い
医
療
の
提
供
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

発
展
期
1
9
9
0
年
〜
1
9
9
9
年

　

1
9
9
1
年
、神
経
内
科
併
設
。1
9
9
3
年
、理
学
診
療
科
併
設
。1
9
9
6

年
、精
神
保
健
科・麻
酔
科・放
射
線
科
を
併
設
。1
9
9
7
年
に
は
、訪
問
看
護
ス
テ

ー
シ
ョ
ン「
ふ
く
ず
み
」を
開
設
し
ま
し
た
。1
9
9
8
年
に
は
、日
本
医
療
評
価
機
構

よ
り『
病
院
機
能
評
価
認
定
病
院
』の
認
定
を

受
け
ま
し
た
。

　

1
9
9
9
年
に
は
、『
日
本
神
経
学
会
認
定

医
教
育
関
連
施
設
』と
な
り
、社
会
と
地
域
に

貢
献
で
き
る『
脳
の
総
合
病
院
』を
目
指
し
ま

し
た
。

地域に必要とされる病院を目指して
質の高い医療を提供しています

【現在の診療科目】脳神経外科・神経内科・精神保
健科・麻酔科・放射線科・リハビリテーション科

【主な施設】
緊急治療室、集中治療室、手術室（バ
イオクリーン）、理学療法室、作業療
法室、物理療法室、言語聴覚療法
室、高気圧酸素治療室、ＭＲＩ（磁気
共鳴断層撮影装置 1.5テスラ・0.3テ
スラ）、ヘリカルCT（コンピュータ断層
撮影装置）、DSA（脳血管撮影）、RI
（SPECT）、エコー検査室、脳波・心
電図室、ハートフルルーム

2005年4月19日に、第5期工事の完成を記念して当院屋上で撮影

新患者数（人） 外来患者延数（人）



第10回

編集後記

　

月
日
の
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、
気

付
け
ば
2
0
0
6
年
も
桜
の
開
花
情
報

に
耳
を
傾
け
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
時
期
一
番
眼
に
つ
く
の
は
、
や
は

り
入
学
・
入
社
を
迎
え
た
ば
か
り
の
フ

レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
で
、
当
院
で
も
1
9
名

の
新
入
職
員
を
迎
え
ま
し
た
。
夢
と
希

望
に
眼
を
輝
か
せ
、
先
輩
の
一
挙
手
一

投
足
に
食
い
入
る
姿
は
何
時
見
て
も

良
い
も
の
で
、
見
て
い
る
こ
ち
ら
も
自

然
と
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
に
な
り
ま

す
。
春
の
陽
気
に
誘
わ
れ
て
つ
い
薄
着

に
な
り
が
ち
で
す
が
、
健
康
管
理
に
は

十
分
ご
留
意
く
だ
さ
い
。　
　
（
小
川
）

脳
の
活
動
の
様
子
を

教
え
て
く
れ
る「
脳
波
」

さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の
診
察
・
治
療
に
役
立
っ
て
い
ま
す

「
脳
波
」は
神
経
細
胞
の

電
気
信
号
を
測
定
し
た
も
の

　

私
た
ち
が
何
か
を
考
え
た
り
、
体
を
動
か
し

た
り
で
き
る
の
は
、
脳
が
活
動
し
て
い
る
か
ら

で
す
。
ま
た
、
無
意
識
の
う
ち
に
行
わ
れ
て
い

る
呼
吸
や
、
食
べ
物
の
消
化
な
ど
、
す
べ
て
脳

が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

　

脳
は
、
た
く
さ
ん
の
神
経
細
胞
が
集
ま
っ
た

も
の
で
、
神
経
細
胞
同
士
が
電
気
信
号
で
連
絡

を
取
り
合
う
こ
と
で
、
脳
が
活
動
し
て
い
る
の

で
す
。こ
の
電
気
信
号
を
測
定
し
た
も
の
が「
脳

波
」で
す
。

　

脳
波
は
、
頭
の
あ
ち
こ
ち
に
電
極
を
付
け
て

脳
に
影
響
す
る

可
能
性
の
あ
る
病
気
を
診
断

　

脳
波
を
調
べ
て
、
病
気
の
診
断
に
利
用
し
よ

う
と
す
る
の
が「
脳
波
検
査
」で
す
。

　

脳
に
影
響
す
る
可
能
性
の
あ
る
病
気
に
か
か

る
と
、
通
常
と
違
う
脳
波
の
パ
タ
ー
ン
が
見
ら

れ
ま
す
。
例
え
ば
、
け
い
れ
ん
性
障
害
、
錯
乱
、

頭
部
外
傷
、
脳
腫
瘍
な
ど
で
す
。
ま
た
、
意
識

消
失
の
期
間
や
睡
眠
障
害
の
有
無
を
調
べ
る
場

合
に
も
、
脳
波
検
査
が
使
わ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
脳
波
を
調
べ
る
だ
け
で
、
脳
の

病
気
の
す
べ
て
が
分
か
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
診
察
や
ほ
か
の
検
査
の
結
果
と
合
わ
せ
る

こ
と
で
、
よ
り
正
し
い
診
断

が
で
き
る
の
で
す
。

　

当
院
で
は
、
神
経
生
理
検

査
科
が
脳
波
検
査
を
担
当
し

て
い
ま
す
。
国
家
資
格
を
持

つ
臨
床
検
査
技
師
が
検
査
を

行
い
、
脳
神
経
外
科
、
神
経

内
科
、
精
神
保
健
科
、
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
の
診

察
・
治
療
な
ど
に
役
立
て
て

い
ま
す
。

おしらせ

食べ
て健康

納豆

ナ
ッ
ト
ウ
キ
ナ
ー
ゼ
で
血
液
サ
ラ
サ
ラ

夕
食
に
納
豆
メ
ニ
ュ
ー
を

　

倉
敷
芸
術
科
学
大
学
教
授
の
須
見

洋
行
医
学
博
士
が
、
1
9
8
0
年
代

に
米
国
シ
カ
ゴ
・
マ
イ
ケ
ル
リ
ー
ス

研
究
所
で
発
見
し
た
ナ
ッ
ト
ウ
キ
ナ

ー
ゼ
は
、
納
豆
中
に
含
ま
れ
る
血
栓

溶
解
酵
素
。
血
液
を
サ
ラ
サ
ラ
の
良

い
状
態
に
保
つ
こ
と
は
有
名
で
す
。

夕
食
時
に
食
べ
る
と
効
果
的
で
す
。

血
管
を
き
れ
い
す
る
リ
ノ
ー
ル
酸
も　

　

ナ
ッ
ト
ウ
キ
ナ
ー
ゼ
に
は
、
制
ガ

ン
作
用
や
強
壮
効
果
も
あ
り
、
血
管

を
キ
レ
イ
に
し
て
く
れ
る
、
リ
ノ
ー

ル
酸
も
豊
富
で
す
。

計
測
し
ま
す
。
電

極
は
小
さ
な
金
属

の
円
盤
で
す
。
こ

れ
に
電
極
糊
を
塗

っ
て
頭
に
貼
り
付

け
る
の
で
痛
み
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
髪
の
毛
を
切

る
必
要
も
あ
り
ま

せ
ん
。

【制　作】 有限会社 慶文社

　
「
脳
梗
塞
の
発
症
後
、
早
期
に
投
与
す
れ
ば

約
4
割
の
患
者
さ
ん
が
後
遺
症
な
く
社
会
復
帰

で
き
る
」
と
さ
れ
る
、血
栓
溶
解
剤
「
ｔ
Ｐ
Ａ
」

が
保
険
適
用
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
ｔ
Ｐ
Ａ
」
は
脳
梗
塞
の
原
因
と
な
る
血
管

に
詰
ま
っ
た
血
の
塊
（
血
栓
）
を
溶
か
す
効
果

の
あ
る
治
療
薬
で
、
発
症
か
ら
3
時
間
以
内
の

投
与
が
有
効
で
す
。

　

半
身
麻
痺
、
め
ま
い
や
ろ
れ
つ
が
回
ら
な
い

な
ど
、
脳
梗
塞
の
症
状
が
出
た
ら
、
一
刻
も
早

く
救
急
車
を
呼
び
、
診
療
を
受
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

当
院
で
は
救
急
車
専
用
通
路
を
設
置
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
救
急
処
置
室
へ
直
接
乗
り
入
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
24
時
間
体
制
で
専
任
の

ス
タ
ッ
フ
が
待
機
し
、
迅
速
に
的
確
な
診
断
・

治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
お
任

せ
く
だ
さ
い
。

脳
梗
塞
治
療
薬
の
血
栓

溶
解
剤「
ｔ
Ｐ
Ａ
」で
、

社
会
復
帰
が
1
・
5
倍
に


